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よ
う
や
く
編
集
作
業
が
終
わ
り
ま

し
た
。
全
国
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
が
、
「
さ

ら
に
内
容
を
充
実
す
る
に
は
」
「
マ

ン
ネ
リ
化
を
避
け
る
に
は
」
「
住
民

参
加
は
」
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
紙
面
を
充
実
す
る
た
め
に
は
、
議

会
の
活
性
化
が
大
切
な
の
は
当
然
で

す
が
、
住
民
の
ご
意
見
に
耳
を
傾

け
、
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
紙
面
に
反

映
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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平
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子

野
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古

賀

世
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広
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委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

（
平
田
）

聞き手から
（平山）

　社
会
の
発
展
の
た
め

に
、
科
学
も
政
治
も
大

切
な
も
の
で
す
。
若
い

皆
さ
ん
が
政
治
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
費
や

　
　教
育
の
充
実
に
関
心

栄
田

中
村 

亮
介
さ
ん（
18
歳
）

な
か 

む
ら
り
ょ
う
す
け

　
高
校
を
卒
業
し
、4
月
か
ら
博
多
で

1
人
暮
ら
し
を
始
め
、情
報
系
の
専
門

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
は
便

利
な
反
面
、危
険
も
多
い
た
め
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
系
の
仕
事
に
つ
け
れ
ば
と
思
い

勉
強
し
て
い
ま
す
。

近
況
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
候
補
者
が
多
く
迷
い
ま
し
た
が
、

ネ
ッ
ト
で
公
約
を
調
べ
、も
っ
と
も
共
感

で
き
る
人
に
投
票
し
ま
し
た
。学
費
の

負
担
は
切
実
で
す
の
で
、学
費
の
引
き

下
げ
や
、教
育
支
援
を
重
視
し
て
判
断

し
ま
し
た
。ま
た
、今
後
の
就
職
や
給

与
の
こ
と
も
気
に
な
り
ま
す
。

投
票
先
を
選
ぶ
判
断
材
料
は
。

　
参
議
院
選
挙
の
投
票
に
行
き
ま
し

た
。静
か
な
中
で
多
く
の
人
が
立
ち

会
っ
て
い
て
緊
張
し
ま
し
た
。も
う
少

し
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
雰
囲
気
だ
と
い

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ネ
ッ
ト

投
票
な
ど
が
で
き
れ
ば
若
い
人
の
投
票

率
も
上
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
か
ら
選
挙
権
を
得
ま
し
た
が
。

　
数
学
や
物
理
の
難
し
い
問
題
を
解

く
の
が
好
き
で
、公
式
や
定
理
の
発
見

が
社
会
の
発
展
に
結
び
つ
い
て
い
る
実

感
が
あ
り
ま
す
。政
治
で
も
、候
補
者

や
政
党
の
政
策
を
調
べ
て
、社
会
が
良

く
な
る
よ
う
な
人
に
投
票
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
投
票
に
行
き
ま
す
か
。
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　１月の報告会でのご意見に対する
回答を公表しました。全文は議会
ホームページをご覧ください。

宮崎さん（北鵜木）

議
　会
　報
　告
　会

担
当
の
委
員
会
に

振
り
分
け
、対
応
を

調
査
、協
議

回
答
を
公
表
、

政
策
提
言

2～3ヵ月4ヵ月目

　今
回
は
残
念
で
し
た
が
、

次
の
塗
装
の
際
に
は
予
算
を

取
っ
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　道
路
の
白
線
や
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
な
ど
の
塗
装
は
、
担

当
の
部
署
を
明
ら
か
に
し
て

早
急
に
対
応
を
。

　個
々
の
実
情
を
十
分
把
握

し
、
仲
間
や
ク
ラ
ス
づ
く
り

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

先
生
た
ち
も
子
ど
も
へ
の
理

解
を
深
め
て
ほ
し
い
。

議会運営委員会
黒木委員長

　5
月
の
議
会
報
告
会

で
の
ご
意
見
は
次
ペ
ー

ジ
へ
ど
う
ぞ
！

青木さん（今）

永冨さん（西大刀洗）

通学路の安全確保を

全文はコチラ→

第11回議会報告会のお答え

生
か
し
ま
す

み
な
さ
ん
の
声

中央公民館の改修は

教育環境の改善を

不登校の生徒が増加していることは危惧しており、改善
に向けての取り組みを注視します。

中学生の不登校が多いのでは。小学校からの引き継ぎな
ど、ていねいな対応をお願いしたい。

不登校にならないような取り組みと、適応指導教室など
の活用を進めたい。

太陽光や断熱効果塗料の活用を求めていましたが、現段
階では構造や予算の関係で困難との回答です。今後は費
用対効果を調査研究します。

環境への配慮は重要ですが、特殊な材料を使用すると予
算が不足するので実施は困難です。

通学路の安全確保は最重要と考えますので、議会として
も町へ対応を求めていきます。

ご
意 見

ご
意 見

行 政
の
対 応

行 政
の
対 応

議 会
の
方 針

議 会
の
方 針

ご
意 見

行 政
の
対 応

議 会
の
方 針

道路の改良や維持補修、交通安全施設などの整備は、区
長ヒアリングを行い、必要性の高い場所から順次整備を
進めています。

一般質問の中で「中央公民館の改修にあたっては、環境に
配慮した工事をしてほしい」とあったが、その後の進展は。

通学路の改良を町に要望してい
るが、要望箇所が160ヵ所ある
とのことで白線の引き直しもで
きていない。

第3分団の皆さんに聞きました
　大刀洗町には、校区別に4つの分団と役場の本部分団、合わせて
５つの消防団があり、104名の団員が日々地域の安全を守り活動し
ています。
　消防団の活動の苦労や魅力についてお聞きしました。

消防団の活動は？
魅力は？

若い機械員の
みなさん

ー
第
3
分
団
の
構
成
を

　
　
　お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
堰
校
区
の
在
住
者
で
構
成
さ
れ
、

全
団
員
は
22
名
、
う
ち
6
名
が
機
械
員

と
し
て
消
防
自
動
車
を
操
作
し
ま
す
。

消
防
詰
所
は
大
堰
小
学
校
の
横
に
あ
り

ま
す
。

　
機
械
員
は
、
地
元
の
農
業
者
を
中
心

に
20
代
、
30
代
の
若
手
で
構
成
し
て
い

ま
す
。

ー
地
域
組
織
と
し
て
の
消
防
団
の

　
　
　
　役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
署
員
は
プ
ロ
集
団
で
す
が
、
地

形
に
つ
い
て
は
私
た
ち
地
元
の
団
員
が

く
わ
し
い
の
で
、
水
害
時
に
は
私
た
ち

が
先
導
し
て
現
地
に
入
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
そ
う
い
う
点
で
消
防
団
の
役
割

は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
速
や
か
に
出
動
し
て
真
っ
先

に
火
災
現
場
に
到
着
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
感
謝
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
安
全
に
気
を
つ
け
つ
つ
、
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
気
概
で
日
々
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

ー
ご
苦
労
や
課
題
な
ど

　
　
　
　
　あ
り
ま
し
た
ら
。

　
昔
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訓
練

な
ど
の
日
数
は
多
く
、
家
族
の
理
解
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
活
動
だ
と
思
い

ま
す
。
実
戦
的
な
訓
練
方
法
な
ど
、
時

代
に
合
わ
せ
た
変
化
も
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ー
最
近
の
活
動
は

　
　
　い
か
が
で
す
か
。

　
近
年
の
火
災
件
数
は
横
ば
い
で
す

が
、
こ
こ
5
年
ほ
ど
は
水
害
が
連
続
し

て
い
る
た
め
、
夏
前
は
水
防
に
特
化
し

た
訓
練
や
、
排
水
ポ
ン
プ
の
操
作
訓
練

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
3
分
団
は

ゴ
ム
ボ
ー
ト
も
持
っ
て
い
る
た
め
、
水

の
中
を
引
っ
張
っ
た
り
、
漕
い
で
前
進

す
る
訓
練
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
免
許
の

い
ら
な
い
小
型
モ
ー
タ
ー
付
き
の
ボ
ー

ト
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
機
動
性
が
高
ま

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
増
水
し
た
際
に
は
、
氾
濫
危
険
場
所

の
点
検
や
ポ
ン
プ
に
よ
る
水
の
汲
み
上

げ
な
ど
を
夜
通
し
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
朝
倉
豪
雨
の
際
に
は
不
明
者
の

捜
索
に
も
行
き
ま
し
た
。
他
と
比
べ
て

も
出
動
日
数
が
多
い
分
団
で
す
。

　
ど
の
区
も
団
員
確
保
に
は
苦
労
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
使
命
感
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
に
消
防
団
の
役
割
や
存
在
意

義
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
小
学
生
が
消
防
車
を
見
学
に

来
て
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し

た
。
地
域
行
事
な
ど
で
消
防
車
や
団
員

を
紹
介
し
た
り
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
配
布

な
ど
で
消
防
団
の
活
動
が
地
域
に
見
え

れ
ば
、
「
大
人
に
な
っ
た
ら
消
防
団
に

入
っ
て
地
域
を
守
り
た
い
」
と
い
う
子

ど
も
も
増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

消防水利の
日々の点検も
欠かさない
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ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
3
分
団
は

ゴ
ム
ボ
ー
ト
も
持
っ
て
い
る
た
め
、
水

の
中
を
引
っ
張
っ
た
り
、
漕
い
で
前
進

す
る
訓
練
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
免
許
の

い
ら
な
い
小
型
モ
ー
タ
ー
付
き
の
ボ
ー

ト
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
機
動
性
が
高
ま

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
増
水
し
た
際
に
は
、
氾
濫
危
険
場
所

の
点
検
や
ポ
ン
プ
に
よ
る
水
の
汲
み
上

げ
な
ど
を
夜
通
し
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
朝
倉
豪
雨
の
際
に
は
不
明
者
の

捜
索
に
も
行
き
ま
し
た
。
他
と
比
べ
て

も
出
動
日
数
が
多
い
分
団
で
す
。

　
ど
の
区
も
団
員
確
保
に
は
苦
労
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
使
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だ
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は
な

く
、
地
域
に
消
防
団
の
役
割
や
存
在
意

義
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
小
学
生
が
消
防
車
を
見
学
に

来
て
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し

た
。
地
域
行
事
な
ど
で
消
防
車
や
団
員

を
紹
介
し
た
り
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
配
布

な
ど
で
消
防
団
の
活
動
が
地
域
に
見
え

れ
ば
、
「
大
人
に
な
っ
た
ら
消
防
団
に

入
っ
て
地
域
を
守
り
た
い
」
と
い
う
子

ど
も
も
増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

消防水利の
日々の点検も
欠かさない
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　5月22、28日に4カ所で開催し、
61名にご参加いただきました。ご意
見は議員全員で対応を協議し、9月
に回答を公表する予定です。皆さん
の声を政策提言や議会運営に生か
すよう、議員一同がんばります。

件の123 声
かします生

地域活動の充実と改善を

ごみ回収実験の今後は
・本郷でのごみ回収実験は、リサイクル意識の向上やコ
ミュニティの形成には良いと思うが、維持費用や設置
場所、ごみの減量につながるのかなど、十分な検討が
必要。町の方針を明確に。

・公民館ごとに設置しないと効果がないのでは。

・町に大きなものを作ったほうがいいのでは。

交通安全や防犯は
・危険な通学路が多いが、要望しても規則優先で改善さ
れないこともある。ふるさと応援寄附金なども使って通
学路の安全対策を。

・スピードの出やすい道路に、速度
抑制策や注意喚起を促すような標
識の設置を。

・防犯灯の設置には町の補助がある
が、電気代にも助成できないか。

・消防団員のなり手不足が深刻で、待
遇改善では解決しない。分団を減ら
すなど組織再編が必要では。

・60代の方に町の活動に参加してほし
い。老人クラブへの参加者も増えてほ
しい。

学校や教育環境の充実を

議会や議員へのご意見

・役場の窓口に手話通訳の継続を。

・避難所では、聴覚障がい者同士が近くにいられるように
してほしい。

・特養ホームが不足し、入所できない人が多い。町の計画は。

障がい者や高齢者福祉は

松川さん（冨多）

　企
業
誘
致
に
よ
り
働

き
先
を
確
保
し
、
若
者

が
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
町
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。

堤さん（山隈）

　道
路
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
作
っ
て
、
住
民
と
行

政
が
連
携
し
て
道
路
状

況
を
改
善
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
は
。

　チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
で

の
市
外
活
動
に
は
バ
ス

が
必
要
な
の
で
、
町
の

バ
ス
を
増
台
す
る
か
、

レ
ン
タ
カ
ー
助
成
を
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

高松さん（中川） 高村さん（北山隈）

　校
区
セ
ン
タ
ー
の
周

辺
は
水
に
浸
か
る
た

め
、
大
雨
の
際
は
避
難

で
き
ま
せ
ん
。
避
難
所

な
ど
の
見
直
し
を
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　

・地域行事に教師が参加しているが、教師の働き方改革が
必要であり、土日行事の関わり方を考えるべき。

・不登校でも授業が受けられるように、ライブ配信を行な
うなどの対応策を。

・子ども見守り隊の保険料は、個人負担や区の支出など
地域差がある。有償ボランティアが理想ではないか。

・学童支援員の処遇は改善されたが、応募がなく人手不
足なので、改善内容や職務の重要性を周知してほしい。

環境づくりや防災は

・意見交換会での要望への回答が不十分。

・報告会の参加者が少ないのはもったいない。開催時期
や時間帯を再考し、報告テーマを決めて案内しては。

・地域の行事や作業にも出向き、住民の声を聞いてほしい。

・女性や若い議員が増えるようにしてほしい。

第12回報告会
開催しました

テーブルごとにざっくばらんに懇談しました

・ため池周辺を散策路と一体に公園化しては。

・宅地開発で公園用地が確保されているが、放置された
ままになっているので町で管理をしてほしい。

・大刀洗川の浚渫や改修工事を早急に。

・野間橋近くの増水の対応を。

しゅんせつ
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5・6月
議会

　

電
力
会
社
撤
退
で

　
　
　
　
電
気
料
追
加議員

　
震
度
６
の
地
震
に
も
耐

え
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
支
柱
の
高
さ
は
。
ま

た
、
基
礎
は
ど
れ
く
ら
い

掘
る
の
か
。

課長

　
支
柱
全
体
で
17
．64
ｍ

ほ
ど
な
の
で
、そ
の
う
ち

土
の
中
に
入
る
部
分
は
2.6

〜
2.7
ｍ 

で
、そ
の
残
り
が

地
上
に
出
て
い
る
。

議員

　
工
事
に
よ
る
敷
地
内

の
既
存
建
物
へ
の
影
響

は
な
い
か
。

課長

　
工
事
中
は
他
の
外
部
の

建
物
な
ど
に
は
影
響
が
な

い
よ
う
、
行
政
区
と
も
十

分
協
議
を
し
な
が
ら
設
置

し
た
い
。

議員

　
ウ
エ
ス
ト
電
力
と
契
約
し
て
い
た

近
隣
の
自
治
体
で
も
対
応
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
町
と
し
て
の
姿
勢
を
明

確
に
す
べ
き
で
は
。

町長

　
町
と
し
て
は
4
月
30
日
に
契
約
解

除
を
し
、
町
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

は
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
あ
る
旨
を

通
知
し
て
い
る
が
、
何
を
も
っ
て
損

害
と
す
る
の
か
は
む
ず
か
し
い
。

　
6
月
30
日
の
臨
時
議
会
で
、
ウ
エ
ス
ト
電

力
が
町
に
6
1
5
万
円
を
支
払
う
と
の
和
解

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
庁
舎
ほ
か
12
施
設
の
電
力
供
給
に
関

し
、
ウ
エ
ス
ト
電
力
の
事
業
撤
退
に
よ

り
、
中
途
で
契
約
の
切
り
替
え
が
必
要

と
な
り
、
当
初
の
契
約
単
価
よ
り
も
高

額
で
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
。

こ
れ
ま
で
の
流
れ

令
和
3
年

令
和
4
年

損
害
賠
償
に
つ
い
て
和
解

　
6
月
定
例
会
と
2
回
の
臨
時
会
で
は
、防
災
無
線
の
工
事
契
約
や
4
年
度

予
算
の
補
正
な
ど
16
件
を
審
議
し
、い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
町
と
契
約
し
て
い
た
電
力
会
社
が
4
月
末
で
の
事
業
撤
退
を
表
明
し
た
た

め
、新
た
な
契
約
に
よ
る
電
気
料
金
費
用
を
追
加
し
た
ほ
か
、電
力
会
社
と
の

損
害
賠
償
に
つ
い
て
、町
の
和
解
案
を
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

2837万円

中央公民館の大規模改修工事
　エレベーター設置、トイレ改修などのバリアフリー
化や、避難所としての機能強化など。工期は令和５年
６月１５日まで。

指名競争入札で７業
者を指名し、そのうち
半数が入札を辞退し
ているが。

久留米市の業者が4社、その他が福岡市であ
り、このような結果になったと考える。

2277万円

1243万円

3億2560万円
　購入後 7～11年が経過している庁舎内のパソコン
を３ヵ年で順次更新します。令和４年度は６６台を更新
します。

大 型 工 事 契 約 を 可 決

PCの購入契約

　第２分団の消防ポン
プ自動車が導入から２
０年を経過したため、
新たに購入します。

消防ポンプ自動車の取得

防
災
無
線
の
工
事
契
約
で
議
論

音響の到達試験（上高橋）

改修が始まった中央公民館

　
工
事
の
契
約
に
際
し
、
仕
様
や
種
類
、
工
事
内
容
、
工
事
時
の
周
囲
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

　
・
ポ
ー
ル
の
高
さ
と
基
礎
部

の
深
さ
は

　
・
工
事
時
の
敷
地
既
存
建
物

へ
の
影
響
は

　
・
建
築
基
準
法
や
耐
震
基
準

に
も
と
づ
く
設
置
か

議論のポイント

1億6938万円

　災害時などに緊急情報を伝達する手段として、屋
外型スピーカーを町内３５ヵ所に設置します。指名型
プロポーザルにより業者を選定し、工期は令和５年３
月２０日まで。

防災行政無線の設置工事

議員

課長

車の仕様は四輪駆動ではないのか。

車種に四駆がないため二輪駆動としている。

議員

課長

入札を辞退した業者が多いが、価格の高騰も
要因となっているのでは。

仕様書は例年と変わりはないが、価格の高騰も
一つの要因と考える。

議員

課長

過去7年間の契約電気料
年度 契約先（1～12月）

令和4
九州電力（５月～）

ウエスト電力（～４月）

令和3 九州電力

令和2 九州電力

令和元 九州電力

ウエスト電力平成30

平成29

平成28

九州電力

九州電力

令
和
４
年
分
の
電
力
入
札
を
実
施
、

ウ
エ
ス
ト
電
力
（
以
下
Ｗ
社
）
が
落

札

10 15

Ｗ
社
か
ら
「
電
力
小
売
事
業
の
廃

止
」
に
関
す
る
文
書
が
届
く

4 8

町
か
ら
契
約
解
除
通
知
書
を
送
付

4 26

Ｗ
社
が
来
庁
、
事
業
撤
退
の
お
詫
び

と
損
害
賠
償
免
除
の
お
願
い

5 25

Ｗ
社
か
ら
、
損
害
賠
償
の
全
額
の
支

払
い
は
困
難
と
の
要
望
書
が
届
く

5 31

九
電
と
の
契
約
で
必
要
な
追
加
費
用

（
2
8
3
7
万
円
）
を
６
月
議
会
で

可
決

6 17

違
約
金
相
当
額
な
ど
総
額
６
１
５
万

円
を
Ｗ
社
が
支
払
う
こ
と
で
双
方
が

合
意

6 24

臨
時
議
会
で
和
解
案
を
可
決

6 30

予算額（４～３月）
追加2837万円

当初2698万円

2630万円

3968万円

3982万円

2666万円

2860万円

2529万円

契約方法

入札

随意契約

入札

随意契約

随意契約

入札

入札

入札

理 由
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入
る
部
分
は
2.6

〜
2.7
ｍ 

で
、そ
の
残
り
が

地
上
に
出
て
い
る
。

議員

　
工
事
に
よ
る
敷
地
内

の
既
存
建
物
へ
の
影
響

は
な
い
か
。

課長

　
工
事
中
は
他
の
外
部
の

建
物
な
ど
に
は
影
響
が
な

い
よ
う
、
行
政
区
と
も
十

分
協
議
を
し
な
が
ら
設
置

し
た
い
。

議員

　
ウ
エ
ス
ト
電
力
と
契
約
し
て
い
た

近
隣
の
自
治
体
で
も
対
応
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
町
と
し
て
の
姿
勢
を
明

確
に
す
べ
き
で
は
。

町長

　
町
と
し
て
は
4
月
30
日
に
契
約
解

除
を
し
、
町
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

は
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
あ
る
旨
を

通
知
し
て
い
る
が
、
何
を
も
っ
て
損

害
と
す
る
の
か
は
む
ず
か
し
い
。

　
6
月
30
日
の
臨
時
議
会
で
、
ウ
エ
ス
ト
電

力
が
町
に
6
1
5
万
円
を
支
払
う
と
の
和
解

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
庁
舎
ほ
か
12
施
設
の
電
力
供
給
に
関

し
、
ウ
エ
ス
ト
電
力
の
事
業
撤
退
に
よ

り
、
中
途
で
契
約
の
切
り
替
え
が
必
要

と
な
り
、
当
初
の
契
約
単
価
よ
り
も
高

額
で
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
。

こ
れ
ま
で
の
流
れ

令
和
3
年

令
和
4
年

損
害
賠
償
に
つ
い
て
和
解

　
6
月
定
例
会
と
2
回
の
臨
時
会
で
は
、防
災
無
線
の
工
事
契
約
や
4
年
度

予
算
の
補
正
な
ど
16
件
を
審
議
し
、い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
町
と
契
約
し
て
い
た
電
力
会
社
が
4
月
末
で
の
事
業
撤
退
を
表
明
し
た
た

め
、新
た
な
契
約
に
よ
る
電
気
料
金
費
用
を
追
加
し
た
ほ
か
、電
力
会
社
と
の

損
害
賠
償
に
つ
い
て
、町
の
和
解
案
を
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

2837万円

中央公民館の大規模改修工事
　エレベーター設置、トイレ改修などのバリアフリー
化や、避難所としての機能強化など。工期は令和５年
６月１５日まで。

指名競争入札で７業
者を指名し、そのうち
半数が入札を辞退し
ているが。

久留米市の業者が4社、その他が福岡市であ
り、このような結果になったと考える。

2277万円

1243万円

3億2560万円
　購入後 7～11年が経過している庁舎内のパソコン
を３ヵ年で順次更新します。令和４年度は６６台を更新
します。

大 型 工 事 契 約 を 可 決

PCの購入契約

　第２分団の消防ポン
プ自動車が導入から２
０年を経過したため、
新たに購入します。

消防ポンプ自動車の取得

防
災
無
線
の
工
事
契
約
で
議
論

音響の到達試験（上高橋）

改修が始まった中央公民館

　
工
事
の
契
約
に
際
し
、
仕
様
や
種
類
、
工
事
内
容
、
工
事
時
の
周
囲
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

　
・
ポ
ー
ル
の
高
さ
と
基
礎
部

の
深
さ
は

　
・
工
事
時
の
敷
地
既
存
建
物

へ
の
影
響
は

　
・
建
築
基
準
法
や
耐
震
基
準

に
も
と
づ
く
設
置
か

議論のポイント

1億6938万円

　災害時などに緊急情報を伝達する手段として、屋
外型スピーカーを町内３５ヵ所に設置します。指名型
プロポーザルにより業者を選定し、工期は令和５年３
月２０日まで。

防災行政無線の設置工事

議員

課長

車の仕様は四輪駆動ではないのか。

車種に四駆がないため二輪駆動としている。

議員

課長

入札を辞退した業者が多いが、価格の高騰も
要因となっているのでは。

仕様書は例年と変わりはないが、価格の高騰も
一つの要因と考える。

議員

課長

過去7年間の契約電気料
年度 契約先（1～12月）

令和4
九州電力（５月～）

ウエスト電力（～４月）

令和3 九州電力

令和2 九州電力

令和元 九州電力

ウエスト電力平成30

平成29

平成28

九州電力

九州電力

令
和
４
年
分
の
電
力
入
札
を
実
施
、

ウ
エ
ス
ト
電
力
（
以
下
Ｗ
社
）
が
落

札

10 15

Ｗ
社
か
ら
「
電
力
小
売
事
業
の
廃

止
」
に
関
す
る
文
書
が
届
く

4 8

町
か
ら
契
約
解
除
通
知
書
を
送
付

4 26

Ｗ
社
が
来
庁
、
事
業
撤
退
の
お
詫
び

と
損
害
賠
償
免
除
の
お
願
い

5 25

Ｗ
社
か
ら
、
損
害
賠
償
の
全
額
の
支

払
い
は
困
難
と
の
要
望
書
が
届
く

5 31

九
電
と
の
契
約
で
必
要
な
追
加
費
用

（
2
8
3
7
万
円
）
を
６
月
議
会
で

可
決

6 17

違
約
金
相
当
額
な
ど
総
額
６
１
５
万

円
を
Ｗ
社
が
支
払
う
こ
と
で
双
方
が

合
意

6 24

臨
時
議
会
で
和
解
案
を
可
決

6 30

予算額（４～３月）
追加2837万円

当初2698万円

2630万円

3968万円

3982万円

2666万円

2860万円

2529万円

契約方法

入札

随意契約

入札

随意契約

随意契約

入札

入札

入札

理 由
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議
の
結
果※議長は採決に加わりません（○…賛成、×…反対、欠…欠席）

一般会計（第1号・専決）

税条例の改正（専決）

国民健康保険税条例の改正（専決）

職員や町長などの給与に関する条例の改正（3件）

議員の報酬などに関する条例改正

ＭＣＡ同報無線（防災無線）整備工事

一般会計（第2号専決、第3号）

大刀洗町文化会館設置条例の改正

中央公民館改修工事、消防ポンプ自動車購入、ＰＣ購入

電力契約の解除にかかる損害賠償

補正予算

契 約

補正予算

契 約

和 解

条例など

条例など

全員
協議会

大
堰
地
区

　
　
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　 

耐
水
化
計
画
は

議員

　
こ
の
工
事
で
水
が
侵
入
せ
ず

処
理
セ
ン
タ
ー
も
止
ま
ら
な
い

と
言
え
る
の
か
。
ま
た
電
源
関
係
は

大
丈
夫
か
。

　
毎
年
続
く
浸
水
に
よ
り
施
設
に
被

害
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
修
理
に
要

す
る
費
用
が
か
な
り
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
行
政
よ
り
防
水
対
策

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
周
囲
を
防
水
壁
で
囲
む
。

施
設
の
一
部
を
防
水
扉
な
ど
で
耐
水

化
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
浸
水
状
況
、
費
用
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
案
２
で
進
め

た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
会
議
終
了
後
、
1.4
m
だ
っ
た
と
の

　
訂
正
あ
り

係長

　
2
年
前
の
水
位
で
は
電
源
関

係
は
支
障
が
な
い
と
考
え
る
。

も
し
壊
れ
た
場
合
の
修
理
費
は
、
高

く
見
積
も
っ
て
も
３
百
万
円
を
想
定

し
て
い
る
。

議員

　
防
水
板
の
高
さ
は
、
今
ま
で

の
水
位
実
績
が
1.25
ｍ
だ
っ
た
の

で
1.3
ｍ
で
検
討
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
よ
り
耐
水
性
を
高
め
る
た
め
に

も
う
少
し
高
く
す
べ
き
で
は
。

係長

　
指
定
管
理
の
た
め
、
建
物

の
使
用
料
が
発
生
し
な
い
利

用
料
金
型
で
運
営
し
て
い
る
。

議員

　
民
間
業
者
が
町
の
施
設
を

利
用
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

家
賃
が
発
生
し
な
い
の
か
。

議員

　
施
設
の
使
用
料
が
な
く
、

減
価
償
却
も
し
て
い
な
い
。

も
っ
と
分
か
り
や
す
い
会
計
処
理

を
す
べ
き
。

費
用
　
約
１
億
１
２
６
０
万
円

費
用
　
約
３
６
６
４
万
円

● 

案 

１

● 

案 

２

● 

検
討
結
果

町
が
出
費
す
る
団
体
の
経
営
状
況
は

どんな団体？
　
平
成
２４
年
に
設
立
。町
が
建

設
し
た「
大
刀
洗
斎
場
ふ
る
さ

と
」の
指
定
管
理
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。社
長
は
大
浦
副
町
長

で
、町
の
出
資
金
は
９
百
万
円
。

どんな団体？
　
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的

と
し
た
民
間
の
社
会
福
祉
法

人
。２１
年
度
か
ら
は
大
堰
と
本

郷
保
育
園
の
運
営
も
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

どんな団体？

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

5
月
臨
時
会

6
月
定
例
会
・
臨
時
会

　
総
事
業
費
は
４
億
８
２
２
０
万
円

で
、う
ち
２
つ
の
保
育
所（
大
堰
、本

郷
）の
運
営
費
が
84
%
を
占
め
ま
す
。

 

令
和
３
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
前
年
度
に
引
き
続
き
活
動

が
制
約
さ
れ
ま
し
た
が
、社
協
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
地
域
と
と
も
に
動

い
て
き
ま
し
た
。

　
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
の
実

施
と
と
も
に
、

福
祉
的
・
教
育

的
な
支
援
な
ど

関
係
機
関
と
連

携
し
た
支
援
件

数
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
３
年
度
の
葬
儀
件
数
は
５１
件（
う
ち

大
斎
場
２３
）で
、昨
年
比
４
件
の
減
。

　
売
上
高
会
計
は
３
６
４
３
万
円
で
、

町
へ
の
寄
付
は
3
０
０
万
円
で
し
た
。

　
現
在
、公
社
が
保
有
す

る
土
地
は
な
く
、現
金
や

資
本
金
が
６
７
３
９
万

円
、町
か
ら
の
長
期
借
り

入
れ
が
７
１
０
０
万
円

で
、差
し
引
き
純
資
産
は

３
６
１
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

土
地
開
発
公
社

㈱
た
ち
あ
ら
い（
葬
祭
場
）

　
ド
リ
ー
ム
カ
フ
ェ
の
使
用
料
改
定

（
1
回
1
0
0
0
円
に
）
や
、
町
税
の

改
正
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

　
3
回
目
の
接
種
か
ら
5
か
月
以
上
経
過

し
た
60
歳
以
上
の
方
や
、
18
歳
以
上
の
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
な
ど
に
、
4
回
目

の
接
種
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
職
員
な
ど
の
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
状
況
や
働
く
人
の
状

況
を
考
慮
し
て
も
賛
同
で
き
な
い
。

・
国
保
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
負
担
増
は
賛

成
で
き
な
い
し
、
国
保
の
構
造
的
な
問
題

を
解
決
す
べ
き
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

 

　
　
　
４
回
目
接
種

　
対
象
と
な
る
低
所
得
の
世
帯
に
、
1
人

あ
た
り
5
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
財
源
は
国
か
ら
の
措
置
で
ま
か
な
わ
れ

ま
す
。

低
所
得
の
子
育
て

　
　
　
世
帯
を
支
援

1337万円

1402万円

大堰地区の下水を処理する（西原）

大堰保育園に止水壁を設置

そ
の
ほ
か
の
補
正
予
算

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
町
職
員
や
町

長
な
ど
の
特
別
職
、
議
員
の
6
月
期
末
手

当
を
減
額
し
ま
す
。

■
町
の
職
員
・
議
員
な
ど
の

　
期
末
手
当
を
減
額

　
地
方
税
法
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
国
保

税
の
上
限
額
を
3
万
円
引
き
上
げ
て

1
0
2
万
円
と
し
ま
す
。

■
国
保
税
の
上
限
額
を

　
引
き
上
げ

条
例
改
正
な
ど

平
山

　昭和４９年に設立。公共
事業などのための土地を
先行取得したり、住宅用地
や工業用地を取得、造成、
販売するための公社。

反
対
討
論
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で
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が
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た
電
源
関
係
は

大
丈
夫
か
。

　
毎
年
続
く
浸
水
に
よ
り
施
設
に
被

害
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
修
理
に
要

す
る
費
用
が
か
な
り
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
行
政
よ
り
防
水
対
策

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
周
囲
を
防
水
壁
で
囲
む
。

施
設
の
一
部
を
防
水
扉
な
ど
で
耐
水

化
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
浸
水
状
況
、
費
用
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
案
２
で
進
め

た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
会
議
終
了
後
、
1.4
m
だ
っ
た
と
の

　
訂
正
あ
り

係長

　
2
年
前
の
水
位
で
は
電
源
関

係
は
支
障
が
な
い
と
考
え
る
。

も
し
壊
れ
た
場
合
の
修
理
費
は
、
高

く
見
積
も
っ
て
も
３
百
万
円
を
想
定

し
て
い
る
。

議員

　
防
水
板
の
高
さ
は
、
今
ま
で

の
水
位
実
績
が
1.25
ｍ
だ
っ
た
の

で
1.3
ｍ
で
検
討
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
よ
り
耐
水
性
を
高
め
る
た
め
に

も
う
少
し
高
く
す
べ
き
で
は
。

係長

　
指
定
管
理
の
た
め
、
建
物

の
使
用
料
が
発
生
し
な
い
利

用
料
金
型
で
運
営
し
て
い
る
。

議員

　
民
間
業
者
が
町
の
施
設
を

利
用
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

家
賃
が
発
生
し
な
い
の
か
。

議員

　
施
設
の
使
用
料
が
な
く
、

減
価
償
却
も
し
て
い
な
い
。

も
っ
と
分
か
り
や
す
い
会
計
処
理

を
す
べ
き
。

費
用
　
約
１
億
１
２
６
０
万
円

費
用
　
約
３
６
６
４
万
円

● 

案 

１

● 

案 

２

● 

検
討
結
果

町
が
出
費
す
る
団
体
の
経
営
状
況
は

どんな団体？
　
平
成
２４
年
に
設
立
。町
が
建

設
し
た「
大
刀
洗
斎
場
ふ
る
さ

と
」の
指
定
管
理
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。社
長
は
大
浦
副
町
長

で
、町
の
出
資
金
は
９
百
万
円
。

どんな団体？
　
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的

と
し
た
民
間
の
社
会
福
祉
法

人
。２１
年
度
か
ら
は
大
堰
と
本

郷
保
育
園
の
運
営
も
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

どんな団体？
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×

×

○

○

○

○

○

○

5
月
臨
時
会

6
月
定
例
会
・
臨
時
会

　
総
事
業
費
は
４
億
８
２
２
０
万
円

で
、う
ち
２
つ
の
保
育
所（
大
堰
、本

郷
）の
運
営
費
が
84
%
を
占
め
ま
す
。

 

令
和
３
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
前
年
度
に
引
き
続
き
活
動

が
制
約
さ
れ
ま
し
た
が
、社
協
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
地
域
と
と
も
に
動

い
て
き
ま
し
た
。

　
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
の
実

施
と
と
も
に
、

福
祉
的
・
教
育

的
な
支
援
な
ど

関
係
機
関
と
連

携
し
た
支
援
件

数
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
３
年
度
の
葬
儀
件
数
は
５１
件（
う
ち

大
斎
場
２３
）で
、昨
年
比
４
件
の
減
。

　
売
上
高
会
計
は
３
６
４
３
万
円
で
、

町
へ
の
寄
付
は
3
０
０
万
円
で
し
た
。

　
現
在
、公
社
が
保
有
す

る
土
地
は
な
く
、現
金
や

資
本
金
が
６
７
３
９
万

円
、町
か
ら
の
長
期
借
り

入
れ
が
７
１
０
０
万
円

で
、差
し
引
き
純
資
産
は

３
６
１
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

土
地
開
発
公
社

㈱
た
ち
あ
ら
い（
葬
祭
場
）

　
ド
リ
ー
ム
カ
フ
ェ
の
使
用
料
改
定

（
1
回
1
0
0
0
円
に
）
や
、
町
税
の

改
正
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

　
3
回
目
の
接
種
か
ら
5
か
月
以
上
経
過

し
た
60
歳
以
上
の
方
や
、
18
歳
以
上
の
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
な
ど
に
、
4
回
目

の
接
種
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
職
員
な
ど
の
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
状
況
や
働
く
人
の
状

況
を
考
慮
し
て
も
賛
同
で
き
な
い
。

・
国
保
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
負
担
増
は
賛

成
で
き
な
い
し
、
国
保
の
構
造
的
な
問
題

を
解
決
す
べ
き
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

 

　
　
　
４
回
目
接
種

　
対
象
と
な
る
低
所
得
の
世
帯
に
、
1
人

あ
た
り
5
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
財
源
は
国
か
ら
の
措
置
で
ま
か
な
わ
れ

ま
す
。

低
所
得
の
子
育
て

　
　
　
世
帯
を
支
援

1337万円

1402万円

大堰地区の下水を処理する（西原）

大堰保育園に止水壁を設置

そ
の
ほ
か
の
補
正
予
算

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
町
職
員
や
町

長
な
ど
の
特
別
職
、
議
員
の
6
月
期
末
手

当
を
減
額
し
ま
す
。

■
町
の
職
員
・
議
員
な
ど
の

　
期
末
手
当
を
減
額

　
地
方
税
法
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
国
保

税
の
上
限
額
を
3
万
円
引
き
上
げ
て

1
0
2
万
円
と
し
ま
す
。

■
国
保
税
の
上
限
額
を

　
引
き
上
げ

条
例
改
正
な
ど

平
山

　昭和４９年に設立。公共
事業などのための土地を
先行取得したり、住宅用地
や工業用地を取得、造成、
販売するための公社。

反
対
討
論
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無料化は
財政上困難

一般質問は、議員が町政全般について

現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議

事録は、議会ホームページのほか、議会

事務局、各校区センターでもご覧いただ

けます。

⇩映像配信はコチラ

⇧議事録はコチラ

町長課長

つ
ぶ
や

き

がん検診の無料化を町内の空き家件数は

！
う
問
を
政
町

問質般一
女性の乳がんは30代から急増する

（国立がん研究センター資料より）

  高橋　直也 議員
たかはし なお や

平田　康雄 議員
ひら た やす お

　が
ん
検
診
に
対
す
る

町
の
考
え
方
は
。
過
去

の
対
応
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

議員

　す
べ
て
の
が
ん
検
診

を
無
料
化
で
き
な
い
か
。

議員

　内
視
鏡
検
査
を
除
い

て
も
無
料
化
は
困
難
か
。

議員

　区
長
要
望
の
採
択
要
件

や
方
針
は
。

議員

　区
長
要
望
に
対
す
る

予
算
の
増
額
を
。

議員

　昨
年
度
の
が
ん
検
診

の
受
診
者
数
、
受
診
率

は
。
過
去
5
年
間
の
推
移
は
。

議員

　昨
年
度
の
要
望
件
数

と
採
択
件
数
、
採
択
率

は
。
過
去
5
年
間
の
傾
向
は
。

議員

　
検
診
の
必
要
性
や
積

極
的
な
受
診
を
啓
発
し

て
い
る
。
無
料
化
や
自
己
負
担

額
の
減
額
な
ど
、
検
診
を
受
け

や
す
く
な
る
よ
う
内
容
の
見
直

し
を
進
め
て
い
る
。

町長

　
無
料
化
は
財
政
上
困

難
だ
が
、
来
年
度
か
ら

乳
が
ん
の
自
己
負
担
を
5
百
円

に
統一す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

町長

　
今
後
見
込
ま
れ
る
委

託
料
改
定
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
無
料
化
は
難
し
い
。

課長

　
地
元
の
協
力
が
得
ら

れ
る
こ
と
、
緊
急
性
や

町長

　
4
千
万
円
程
度
だ
っ

た
予
算
を
元
年
度
か
ら

約
1
億
円
と
し
、
本
年
度
は
さ

ら
に
2
千
万
増
額
し
た
。

町長

　
昨
年
の
受
診
者
数
は

5
2
8
4
名
で
受
診
率

は
14.7
％
。
過
去
5
年
間
で
は
受

診
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

町長

　
総
要
望
件
数
は

1
8
5
件
。
う
ち
建
設

課
所
管
分
は
1
5
6
件
で
採
択

件
数
は
63
件
、
採
択
率
は
40.4
％
。

町長 区
長
要
望
に
対
す
る

　
　予
算
の
増
額
を

町
長
近
年
は
大
き
く
増
額

議
員
の

が
ん
検
診
の
無
料

化
は
財
政
上
困
難

と
の
こ
と
だ
が
、

が
ん
の
発
見
が
遅

れ
た
場
合
の
医
療

費
の
支
出
の
方
が   

　大
き
い
の
で
は
。

つ
ぶ
や

き

議
員
の

地
元
の
優
先
順
位
、
費
用
対
効

果
な
ど
を
勘
案
し
採
択
す
る
。

過
去
5
年
間
で
は
要
望
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
採
択
件

数
は
概
ね
60
件
か
ら
70
件
。

年齢階級別罹患率【乳房 2018年】

1
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歳
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ー
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人
口
10
万
対

男性 女性

昨年の実施調査で
214件

通学路にも危険な空き家が

　現
在
の
町
内
の
空
き

家
件
数
と
取
り
組
み
の

内
容
は
。

議員

　空
き
家
は
近
年
で
は

何
件
ぐ
ら
い
増
減
し
て

い
る
か
。

議員

　危
険
な
状
態
の
特
定

空
き
家
は
町
内
に
何
件

あ
る
か
。

議員

　特
定
空
き
家
が
原
因

で
中
学
生
の
通
学
路
に

危
険
な
場
所
が
あ
る
。
い
つ
ま

で
に
改
善
で
き
る
の
か
。

議員

　
昨
年
の
調
査
で
は

2
1
4
件
で
、
そ
の
管

理
状
態
に
よ
り
４
つ
に
分
類
し
、

ラ
ン
ク
ご
と
に
対
策
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
ま
た
専
門
家
と

連
携
し
な
が
ら
空
き
家
バ
ン
ク

も
運
営
し
て
い
る
。

課長

　
平
成
28
年
か
ら
30
年

は
30
件
の
増
。
30
年
か

ら
令
和
3
年
で
は
11
件
の
増
と

増
加
傾
向
に
あ
る
。

課長

　
現
在
は
7
件
。

課長

　
収
容
で
き
る
人
数
は

3
6
5
5
名
。
災
害
に

は
水
害
の
み
な
ら
ず
地
震
や
他

の
災
害
な
ど
も
あ
る
。
水
害
で

は
使
え
な
い
が
他
の
災
害
で
は

使
え
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
災

害
に
応
じ
た
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

課長

　
現
在
、
一
番
の
課
題

と
考
え
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
急
に
改
善
し
た
い
。

課長

　指
定
さ
れ
た
避
難
所

で
は
、
町
全
人
口
の

何
％
を
受
け
入
れ
可
能
か
。
ま

た
、
避
難
す
る
際
、
浸
水
し
た

場
所
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
も
あ
る
。

　

　こ
の
よ
う
な
状
態
が
何
年
も

続
く
な
か
、
指
定
避
難
所
の
見

直
し
な
ど
は
検
討
し
た
の
か
。

議員 指
定
避
難
所
に

収
容
で
き
る
人
数
は

課
長
収
容
人
数
は

　
　
　3
6
5
5
名

自
助
・
共
助
・
公

助
ど
れ
も
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
最
後
は
住
民

が
安
全
に
安
心
し

て
命
を
守
れ
る
体

　制
が
必
要
で
す
。
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現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議
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けます。
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⇧議事録はコチラ

町長課長

つ
ぶ
や

き

がん検診の無料化を町内の空き家件数は

！
う
問
を
政
町

問質般一
女性の乳がんは30代から急増する

（国立がん研究センター資料より）

  高橋　直也 議員
たかはし なお や

平田　康雄 議員
ひら た やす お

　が
ん
検
診
に
対
す
る

町
の
考
え
方
は
。
過
去

の
対
応
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

議員

　す
べ
て
の
が
ん
検
診

を
無
料
化
で
き
な
い
か
。

議員

　内
視
鏡
検
査
を
除
い

て
も
無
料
化
は
困
難
か
。

議員

　区
長
要
望
の
採
択
要
件

や
方
針
は
。

議員

　区
長
要
望
に
対
す
る

予
算
の
増
額
を
。

議員

　昨
年
度
の
が
ん
検
診

の
受
診
者
数
、
受
診
率

は
。
過
去
5
年
間
の
推
移
は
。

議員

　昨
年
度
の
要
望
件
数

と
採
択
件
数
、
採
択
率

は
。
過
去
5
年
間
の
傾
向
は
。

議員

　
検
診
の
必
要
性
や
積

極
的
な
受
診
を
啓
発
し

て
い
る
。
無
料
化
や
自
己
負
担

額
の
減
額
な
ど
、
検
診
を
受
け

や
す
く
な
る
よ
う
内
容
の
見
直

し
を
進
め
て
い
る
。

町長

　
無
料
化
は
財
政
上
困

難
だ
が
、
来
年
度
か
ら

乳
が
ん
の
自
己
負
担
を
5
百
円

に
統一す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

町長

　
今
後
見
込
ま
れ
る
委

託
料
改
定
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
無
料
化
は
難
し
い
。

課長

　
地
元
の
協
力
が
得
ら

れ
る
こ
と
、
緊
急
性
や

町長

　
4
千
万
円
程
度
だ
っ

た
予
算
を
元
年
度
か
ら

約
1
億
円
と
し
、
本
年
度
は
さ

ら
に
2
千
万
増
額
し
た
。

町長

　
昨
年
の
受
診
者
数
は

5
2
8
4
名
で
受
診
率

は
14.7
％
。
過
去
5
年
間
で
は
受

診
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

町長

　
総
要
望
件
数
は

1
8
5
件
。
う
ち
建
設

課
所
管
分
は
1
5
6
件
で
採
択

件
数
は
63
件
、
採
択
率
は
40.4
％
。

町長 区
長
要
望
に
対
す
る

　
　予
算
の
増
額
を

町
長
近
年
は
大
き
く
増
額

議
員
の

が
ん
検
診
の
無
料

化
は
財
政
上
困
難

と
の
こ
と
だ
が
、

が
ん
の
発
見
が
遅

れ
た
場
合
の
医
療

費
の
支
出
の
方
が   

　大
き
い
の
で
は
。

つ
ぶ
や

き

議
員
の

地
元
の
優
先
順
位
、
費
用
対
効

果
な
ど
を
勘
案
し
採
択
す
る
。

過
去
5
年
間
で
は
要
望
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
採
択
件

数
は
概
ね
60
件
か
ら
70
件
。

年齢階級別罹患率【乳房 2018年】
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昨年の実施調査で
214件

通学路にも危険な空き家が

　現
在
の
町
内
の
空
き

家
件
数
と
取
り
組
み
の

内
容
は
。

議員

　空
き
家
は
近
年
で
は

何
件
ぐ
ら
い
増
減
し
て

い
る
か
。

議員

　危
険
な
状
態
の
特
定

空
き
家
は
町
内
に
何
件

あ
る
か
。

議員

　特
定
空
き
家
が
原
因

で
中
学
生
の
通
学
路
に

危
険
な
場
所
が
あ
る
。
い
つ
ま

で
に
改
善
で
き
る
の
か
。

議員

　
昨
年
の
調
査
で
は

2
1
4
件
で
、
そ
の
管

理
状
態
に
よ
り
４
つ
に
分
類
し
、

ラ
ン
ク
ご
と
に
対
策
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
ま
た
専
門
家
と

連
携
し
な
が
ら
空
き
家
バ
ン
ク

も
運
営
し
て
い
る
。

課長

　
平
成
28
年
か
ら
30
年

は
30
件
の
増
。
30
年
か

ら
令
和
3
年
で
は
11
件
の
増
と

増
加
傾
向
に
あ
る
。

課長

　
現
在
は
7
件
。

課長

　
収
容
で
き
る
人
数
は

3
6
5
5
名
。
災
害
に

は
水
害
の
み
な
ら
ず
地
震
や
他

の
災
害
な
ど
も
あ
る
。
水
害
で

は
使
え
な
い
が
他
の
災
害
で
は

使
え
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
災

害
に
応
じ
た
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

課長

　
現
在
、
一
番
の
課
題

と
考
え
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
急
に
改
善
し
た
い
。

課長

　指
定
さ
れ
た
避
難
所

で
は
、
町
全
人
口
の

何
％
を
受
け
入
れ
可
能
か
。
ま

た
、
避
難
す
る
際
、
浸
水
し
た

場
所
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
も
あ
る
。

　

　こ
の
よ
う
な
状
態
が
何
年
も

続
く
な
か
、
指
定
避
難
所
の
見

直
し
な
ど
は
検
討
し
た
の
か
。

議員 指
定
避
難
所
に

収
容
で
き
る
人
数
は

課
長
収
容
人
数
は

　
　
　3
6
5
5
名

自
助
・
共
助
・
公

助
ど
れ
も
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
最
後
は
住
民

が
安
全
に
安
心
し

て
命
を
守
れ
る
体

　制
が
必
要
で
す
。



つ
ぶ
や

き

議
員
の

全
国
的
に
も
給
食
費

の
無
償
化
が
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
食
育

や
地
産
地
消
と
あ
わ

せ
て
積
極
的
な
取
り

　
組
み
を
。 つ

ぶ
や

き

議
員
の

「
声
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
子
ど

も
が
い
な
く
な
り
、

支
援
の
手
が
届
き
ま

す
よ
う
に
！

見守り隊の皆さん、毎日ありがとうございます生活支援や営業支援の活用例が多い
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通
学
路
の
危
険
箇
所

数
は
。
改
善
さ
れ
た
数

と
内
容
は
。

議員

　
通
学
路
は
、
各
校
で

独
自
に
指
定
し
て
い
る

の
か
。
議員

　
令
和
3
年
度
ま
で
に

把
握
し
て
い
る
の
は

1
6
8
、
改
善
し
た
の
は

1
6
4
カ
所
。
路
側
帯
設
置
、

カ
ラ
ー
塗
装
、
防
護
柵
、
看
板

の
設
置
な
ど
。

教育長

　
下
校
時
に
教
師
が
児

童
と
と
も
に
歩
き
、
危

険
箇
所
の
周
知
と
指
導
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
各
家
庭
に
は
通

学
路
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
る
。

教育長

　
新
入
生
と
保
護
者
へ

の
周
知
の
方
法
は
。
地

図
を
渡
し
て
い
る
の
か
。

議員

　
前
年
度
の
通
学
路
を

も
と
に
、
保
護
者
、
教

職
員
、
児
童
生
徒
な
ど
と
歩
き
、

見
守
り
隊
に
聞
き
取
り
、
総
点

検
を
し
て
各
学
校
で
通
学
路

マ
ッ
プ
を
決
定
し
て
い
る
。

教育長

　
ど
の
学
校
や
ク
ラ
ス

に
も
「
い
る
」
と
い
う

認
識
の
も
と
に
、
生
徒
同
士
の

会
話
や
行
動
、
家
庭
生
活
で
の

困
り
感
、
変
化
の
有
無
な
ど
に

声
を
か
け
な
が
ら
把
握
に
努
め

て
い
る
。

教育長

　
町
内
に
も
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
が
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
把
握
の
方
法
は
。

議員

　
家
族
を
含
め
た
物
心

両
面
へ
の
継
続
的
な
支

援
が
重
要
。
今
後
の
支
援
へ
の

考
え
と
具
体
策
は
。

議員

　
相
談
で
き
る
人
や
窓

口
が
あ
る
こ
と
を
周
知
。

定
期
的
な
家
庭
訪
問
や
関
係
機

関
と
の
個
別
ケ
ー
ス
会
議
で
検

討
し
、
支
援
し
た
い
。

教育長

隠塚　春子 議員
おんつか はる こ

平山　賢治 議員
ひらやま けん じ

町長

通学路の周知は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

　
　
　
　

 

継
続
支
援
を

教
育
長

関
係
機
関
と
連
携

　し
て
対
応
し
た
い

教
育
長

食
材
の
値
上
げ
分
の

　
　
　補
助
で
対
応

　予算・決算特別委員会の
運営方法について、当町議会
の取り組みを説明しました。
議会運営委員会が対応しま
した。

熊本県御船町議会

大刀洗小学校
3年生22名
　  (先生2名)

本郷小学校
3年生57名
　  (先生4名)

6/28

5/25

6/15

議 場 見 学

視察受け入れ

　
学
校
現
場
の
負
担
軽

減
の
た
め
、給
食
費
の
徴

収
や
会
計
は
町
が
行
う
べ
き
で
は
。

議員

　
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用

や
人
員
体
制
な
ど
の
課

題
が
あ
り
検
討
し
て
い
な
い
。

教育長　
消
費
税
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
問
題
を
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

　
憲
法
で
は
義
務
教
育

は
無
償
と
定
め
て
い
る

が
、
実
際
に
は
教
材
な
ど
で
年

間
10
万
円
以
上
の
負
担
が
発
生

議員

　
食
材
の
値
上
げ
に
対

し
、
交
付
金
を
活
用
し

て
保
護
者
負
担
を
抑
え
て
い
る
。

無
償
化
は
多
額
の
予
算
が
か
か

る
た
め
検
討
し
て
い
な
い
。

教育長 学
校
給
食
は
無
償
化
や

　
　
　
　

 

助
成
拡
大
を

す
る
。
う
ち
給
食
費
は
年
４
万

円
以
上
で
最
も
大
き
い
。

　
給
食
は
教
育
の
一
環
と
明
記

さ
れ
て
お
り
、
無
償
化
や
思
い

切
っ
た
助
成
が
必
要
で
は
。

　
物
価
高
騰
を
受
け
、

国
か
ら
物
価
対
策
用
の

交
付
金
が
措
置
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
町
と
し
て
ど
う
活
用
す
る
か
。

議員

　
あ
わ
せ
て
７
４
０
０

万
円
あ
ま
り
が
国
か
ら

交
付
見
込
み
で
、
住
民
や
事
業

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
関
係

機
関
か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら
事

町長

　
国
の
指
針
で
は
、
住

民
の
負
担
軽
減
や
業
者

支
援
、
雇
用
確
保
、
学
生
支
援

な
ど
に
幅
広
く
活
用
で
き
る
と

あ
る
。
ま
た
建
設
事
業
の
資
材

高
騰
に
も
対
応
と
あ
り
、
特
に

ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て
い

る
か
。

議員

どのような支援を
おこなうか検討中

物価 高騰への支援を

業
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

　
現
在
と
り
ま
と
め
中

だ
が
、
あ
ら
ゆ
る
町
民

や
事
業
者
が
影
響
を
受
け
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
農

業
も
原
油
や
肥
料
な
ど
が
高
騰

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
総
合

的
に
検
討
し
て
臨
時
議
会
に
補

正
予
算
を
提
案
し
た
い
。

町長

マップを配布している教育長

議
長
　安
丸  

眞一郎

※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー…

家
族
の
介
護

や
世
話
を
し
て
い
る
18
才
未
満
の

子
ど
も
。

　
投
票
率
３
年
連
続
全
国
１
位
の
山
形
県
遊
佐
町

が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
人
口
１
万

３
千
人
ほ
ど
の
町
で
、
20
年
前
か
ら
「
少
年
議

会
」
を
開
催
。
町
内
の
中
高
生
が
少
年
町
長
や
議

員
に
立
候
補
し
て
選
挙
を
行
い
、
町
の
予
算
４５
万

円
を
も
と
に
政
策
立
案
し
、
実
現
さ
せ
る
と
い
う

試
み
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
中
高
生
の
こ
ろ

か
ら
選
挙
や
行
政
、
議
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
若
い
世
代
の
投
票
へ
の
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
先
日
、
大
刀
洗
町
議
会
に
も
大
刀
洗
小
と
本
郷

小
の
３
年
生
が
見
学
に
来
ま
し
た
。
議
場
で
は
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
？
と
興
味
津
々
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
小
さ
い
時
か
ら
の
主

権
者
教
育
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ゆ
　
ざ

し
ん
し
ん
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、

カ
ラ
ー
塗
装
、
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の
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時
に
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が
児
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と
と
も
に
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き
、
危

険
箇
所
の
周
知
と
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を
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て
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。
ま
た
、
各
家
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に
は
通

学
路
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る
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新
入
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と
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へ

の
周
知
の
方
法
は
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地

図
を
渡
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る
の
か
。
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前
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度
の
通
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路
を

も
と
に
、
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者
、
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、
児
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生
徒
な
ど
と
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き
、
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に
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き
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、
総
点
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を
し
て
各
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で
通
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プ
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る
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ど
の
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や
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に
も
「
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る
」
と
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う

認
識
の
も
と
に
、
生
徒
同
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の

会
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や
行
動
、
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で
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、
変
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の
有
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に
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に
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に
も
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グ
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が
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と
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と
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は
。

議員

　
家
族
を
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た
物
心

両
面
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の
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や
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分
の

　
　
　補
助
で
対
応
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運営方法について、当町議会
の取り組みを説明しました。
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熊本県御船町議会
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3年生22名
　  (先生2名)

本郷小学校
3年生57名
　  (先生4名)

6/28

5/25

6/15

議 場 見 学

視察受け入れ

　
学
校
現
場
の
負
担
軽

減
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た
め
、給
食
費
の
徴

収
や
会
計
は
町
が
行
う
べ
き
で
は
。
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シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
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人
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体
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な
ど
の
課

題
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検
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て
い
な
い
。
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消
費
税
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
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問
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。
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食
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付
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い
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か
か
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検
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給
食
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無
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や

　
　
　
　

 

助
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拡
大
を

す
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。
う
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年
４
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。
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教
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環
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り
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切
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成
が
必
要
で
は
。

　
物
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騰
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け
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物
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対
策
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の
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付
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措
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予
定
だ

が
、
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活
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す
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か
。
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７
４
０
０

万
円
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ま
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住
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事
業
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負
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軽
減
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た
め
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関
係

機
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ら
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聞
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が
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事
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住
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や
業
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支
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保
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学
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な
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広
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き
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と

あ
る
。
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中
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町
民
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業
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認
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い
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ま
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農

業
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原
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肥
料
な
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が
高
騰

し
て
い
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と
の
こ
と
で
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総
合

的
に
検
討
し
て
臨
時
議
会
に
補

正
予
算
を
提
案
し
た
い
。

町長

マップを配布している教育長

議
長
　安
丸  

眞一郎

※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー…

家
族
の
介
護

や
世
話
を
し
て
い
る
18
才
未
満
の

子
ど
も
。

　
投
票
率
３
年
連
続
全
国
１
位
の
山
形
県
遊
佐
町

が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
人
口
１
万

３
千
人
ほ
ど
の
町
で
、
20
年
前
か
ら
「
少
年
議

会
」
を
開
催
。
町
内
の
中
高
生
が
少
年
町
長
や
議

員
に
立
候
補
し
て
選
挙
を
行
い
、
町
の
予
算
４５
万

円
を
も
と
に
政
策
立
案
し
、
実
現
さ
せ
る
と
い
う

試
み
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
中
高
生
の
こ
ろ

か
ら
選
挙
や
行
政
、
議
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
若
い
世
代
の
投
票
へ
の
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
先
日
、
大
刀
洗
町
議
会
に
も
大
刀
洗
小
と
本
郷

小
の
３
年
生
が
見
学
に
来
ま
し
た
。
議
場
で
は
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
？
と
興
味
津
々
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
小
さ
い
時
か
ら
の
主

権
者
教
育
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ゆ
　
ざ

し
ん
し
ん
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委 員 会 レポート

防災に関する対策や先進地を調査

町内のため池改修は

みやま市の水害対応を視察

保育料や待機児童は

今年度の国保運営は

保育料や国保税の状況は

　　　
　ため池の浚せつや耐震改修、町の水防計
画などについて調査。
　県が作成した浸水想定図を、再度地域へ
配付すべきなどの意見が出されました。
　４年度の水防計画については、筑後川な
どの重要箇所を追記したり、中央公民館の
改修にともなう避難所の変更について議論
しました。

5 19

　　　
　みやま市を訪問し、災害対応などを調査
しました。
　みやま市本郷校区まちづくり協議会で

6 21

　　　
　大刀洗町では、保育料は近隣の自治体よ
り安く設定しています。いっぽうで近年は
待機児童が発生して課題となっていました
が、４年度の４月時点では、国の定義に該

4 25

　　　
　国保税率は昨年と同額（上限額は引き上
げ）で、滞納対策としては、預貯金や不動
産の差し押さえをおこなう場合もあるとの
ことでした。委員からは保険証の適切な発
行や、滞納相談の充実などの質問がありま
した。

5 25

は、平成24年の豪雨災害の状況と対応、反
省点などに関し詳細な説明を受けました。
　このほか、高菜の生産工場を訪問し、農
産物の６次産業化について調査しました。

みやま市本郷校区で水防を学ぶ

建設中の新保育園（北鵜木）

渡邊さん
（山隈）

木屋さん
（上高橋）

橋本さん
（上高橋）

新しい議会モニターさんから新しい議会モニターさんから
　議
場
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

は
な
く
、
だ
れ
で
も
行
け
る

場
所
に
な
っ
て
な
い
の
で
、

障
が
い
者
な
ど
へ
の
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

　町
議
会
を
初
め
て
傍
聴
し

ま
し
た
。

　若
い
人
向
け
に
、
議
会
だ

よ
り
の
ほ
か
に
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
S
N
S
の
活
用
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

　今
ま
で
は
議
会
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
は
積
極
的
に
勉
強
し
た

り
、
知
っ
た
こ
と
を
周
り
に

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

モニターさんと
意見交 換

・議場のバリアフリー化は改修予算が必
要ですので、町と協議しながら検討し
たいと思います。
・来年度に向けて、モニターさん向けの
研修やモニターさん内での意見交換会
など、これまでのご意見を踏まえ検討
します。

●
事
前
に
議
会
の
構
成
な
ど
の

資
料
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
理

解
が
深
ま
っ
た
。

●
全
員
協
議
会
も
傍
聴
す
る

と
、
議
会
の
流
れ
や
質
疑
の

内
容
が
わ
か
り
や
す
い
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交
付
金
は

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
、
公
共

料
金
の
引
き
下
げ
な
ど
に
も

活
用
を
。

●
多
く
の
住
民
が
議
会
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
も
何

か
で
き
な
い
か
を
模
索
し
た

い
。

●
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数

が
ゼ
ロ
だ
と
い
う
こ
と
で
、

導
入
以
来
6
年
た
つ
が
、
何

を
し
て
き
た
の
か
が
見
え
な

い
。

●
が
ん
検
診
は
無
料
化
す
れ

ば
、
受
診
率
は
向
上
す
る
の

で
は
。

議 会 か ら

当する待機児童はゼロとの説明でした。今
年は新しく認可保育園が開設予定でもあ
り、今後も定期的に状況を調査することと
しています。
　このほか、不登校の状況や対応、ＩＣＴ情
報通信技術の支援や、こども家庭支援拠点
の整備について調査しました。

　7月5日、5名のモニターさんと意見交換しました。議会からは全議
員が出席し、6月議会の審議内容などについて活発に議論しました。



建設経済委員会

総務文教厚生委員会

たちあらい 議会だより  第175号
令和4年7月22日発行

たちあらい 議会だより  第175号
令和4年7月22日発行15 14

委 員 会 レポート

防災に関する対策や先進地を調査

町内のため池改修は

みやま市の水害対応を視察

保育料や待機児童は

今年度の国保運営は

保育料や国保税の状況は

　　　
　ため池の浚せつや耐震改修、町の水防計
画などについて調査。
　県が作成した浸水想定図を、再度地域へ
配付すべきなどの意見が出されました。
　４年度の水防計画については、筑後川な
どの重要箇所を追記したり、中央公民館の
改修にともなう避難所の変更について議論
しました。

5 19

　　　
　みやま市を訪問し、災害対応などを調査
しました。
　みやま市本郷校区まちづくり協議会で

6 21

　　　
　大刀洗町では、保育料は近隣の自治体よ
り安く設定しています。いっぽうで近年は
待機児童が発生して課題となっていました
が、４年度の４月時点では、国の定義に該

4 25

　　　
　国保税率は昨年と同額（上限額は引き上
げ）で、滞納対策としては、預貯金や不動
産の差し押さえをおこなう場合もあるとの
ことでした。委員からは保険証の適切な発
行や、滞納相談の充実などの質問がありま
した。

5 25

は、平成24年の豪雨災害の状況と対応、反
省点などに関し詳細な説明を受けました。
　このほか、高菜の生産工場を訪問し、農
産物の６次産業化について調査しました。

みやま市本郷校区で水防を学ぶ

建設中の新保育園（北鵜木）

渡邊さん
（山隈）

木屋さん
（上高橋）

橋本さん
（上高橋）

新しい議会モニターさんから新しい議会モニターさんから
　議
場
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

は
な
く
、
だ
れ
で
も
行
け
る

場
所
に
な
っ
て
な
い
の
で
、

障
が
い
者
な
ど
へ
の
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

　町
議
会
を
初
め
て
傍
聴
し

ま
し
た
。

　若
い
人
向
け
に
、
議
会
だ

よ
り
の
ほ
か
に
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
S
N
S
の
活
用
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

　今
ま
で
は
議
会
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
は
積
極
的
に
勉
強
し
た

り
、
知
っ
た
こ
と
を
周
り
に

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

モニターさんと
意見交 換

・議場のバリアフリー化は改修予算が必
要ですので、町と協議しながら検討し
たいと思います。
・来年度に向けて、モニターさん向けの
研修やモニターさん内での意見交換会
など、これまでのご意見を踏まえ検討
します。

●
事
前
に
議
会
の
構
成
な
ど
の

資
料
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
理

解
が
深
ま
っ
た
。

●
全
員
協
議
会
も
傍
聴
す
る

と
、
議
会
の
流
れ
や
質
疑
の

内
容
が
わ
か
り
や
す
い
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交
付
金
は

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
、
公
共

料
金
の
引
き
下
げ
な
ど
に
も

活
用
を
。

●
多
く
の
住
民
が
議
会
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
も
何

か
で
き
な
い
か
を
模
索
し
た

い
。

●
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数

が
ゼ
ロ
だ
と
い
う
こ
と
で
、

導
入
以
来
6
年
た
つ
が
、
何

を
し
て
き
た
の
か
が
見
え
な

い
。

●
が
ん
検
診
は
無
料
化
す
れ

ば
、
受
診
率
は
向
上
す
る
の

で
は
。

議 会 か ら

当する待機児童はゼロとの説明でした。今
年は新しく認可保育園が開設予定でもあ
り、今後も定期的に状況を調査することと
しています。
　このほか、不登校の状況や対応、ＩＣＴ情
報通信技術の支援や、こども家庭支援拠点
の整備について調査しました。

　7月5日、5名のモニターさんと意見交換しました。議会からは全議
員が出席し、6月議会の審議内容などについて活発に議論しました。



パソコンやタブレット、
スマートフォンからも
ご覧いただけます

ここをクリック

インターネット配信やってます

大刀洗町議会
http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

たちあらい
No.175No.175

令和4年令和4年６月定例会

電力会社撤退で電気料追加P6

P4

消防団の活動と魅力は？P２

生かします 123件の声

町政を問う　４名が登壇P10

175
第

号

次回定例会の予定

9月2日（金）
　　　　   ～16日（金）
一般質問

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

※感染症などの状況により
　変更となることがあります。

9月13日（火）、14日（水）

議会 Facebookも
更新中

QRコードから
アクセス

　
よ
う
や
く
編
集
作
業
が
終
わ
り
ま

し
た
。
全
国
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
が
、
「
さ

ら
に
内
容
を
充
実
す
る
に
は
」
「
マ

ン
ネ
リ
化
を
避
け
る
に
は
」
「
住
民

参
加
は
」
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
紙
面
を
充
実
す
る
た
め
に
は
、
議

会
の
活
性
化
が
大
切
な
の
は
当
然
で

す
が
、
住
民
の
ご
意
見
に
耳
を
傾

け
、
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
紙
面
に
反

映
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平

山

賢

治

平

田

康

雄

隠

塚

春

子

野

瀬

繁

隆

古

賀

世

章

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

（
平
田
）

聞き手から
（平山）

　社
会
の
発
展
の
た
め

に
、
科
学
も
政
治
も
大

切
な
も
の
で
す
。
若
い

皆
さ
ん
が
政
治
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
費
や

　
　教
育
の
充
実
に
関
心

栄
田

中
村 

亮
介
さ
ん（
18
歳
）

な
か 

む
ら
り
ょ
う
す
け

　
高
校
を
卒
業
し
、4
月
か
ら
博
多
で

1
人
暮
ら
し
を
始
め
、情
報
系
の
専
門

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
は
便

利
な
反
面
、危
険
も
多
い
た
め
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
系
の
仕
事
に
つ
け
れ
ば
と
思
い

勉
強
し
て
い
ま
す
。

近
況
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
候
補
者
が
多
く
迷
い
ま
し
た
が
、

ネ
ッ
ト
で
公
約
を
調
べ
、も
っ
と
も
共
感

で
き
る
人
に
投
票
し
ま
し
た
。学
費
の

負
担
は
切
実
で
す
の
で
、学
費
の
引
き

下
げ
や
、教
育
支
援
を
重
視
し
て
判
断

し
ま
し
た
。ま
た
、今
後
の
就
職
や
給

与
の
こ
と
も
気
に
な
り
ま
す
。

投
票
先
を
選
ぶ
判
断
材
料
は
。

　
参
議
院
選
挙
の
投
票
に
行
き
ま
し

た
。静
か
な
中
で
多
く
の
人
が
立
ち

会
っ
て
い
て
緊
張
し
ま
し
た
。も
う
少

し
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
雰
囲
気
だ
と
い

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ネ
ッ
ト

投
票
な
ど
が
で
き
れ
ば
若
い
人
の
投
票

率
も
上
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
か
ら
選
挙
権
を
得
ま
し
た
が
。

　
数
学
や
物
理
の
難
し
い
問
題
を
解

く
の
が
好
き
で
、公
式
や
定
理
の
発
見

が
社
会
の
発
展
に
結
び
つ
い
て
い
る
実

感
が
あ
り
ま
す
。政
治
で
も
、候
補
者

や
政
党
の
政
策
を
調
べ
て
、社
会
が
良

く
な
る
よ
う
な
人
に
投
票
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
投
票
に
行
き
ま
す
か
。


